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２ 屋上緑化 
（１） 屋上環境特性 
 

 屋上は、光と水については基本的に十分確保され、広い面積に地上と同じように緑化

することができます。ただし、階数の高い位置につくられるものほど風の影響（強風・

乾燥など）を受けやすくなります。また、建物の多くは屋上にエレベーター施設や貯水

槽を設けるため、純粋に緑化できる空間は限られる場合があります。下の表は、屋上の

環境特性と考慮すべき留意点です。計画する屋上に当てはまる特性は十分考慮して、無

理のない計画を立てましょう。 

（２）植栽荷重 
 屋上の緑化は、建物に相当の荷重をかけることになるので、大前提として屋上が緑化

に耐えられる構造なのかどうかを確認する必要があります。新築の場合は、あらかじめ

植栽分の重さ（土壌・排水層・植物の総重量）も考慮して設計しましょう。すでに建っ

ている建物の屋上を緑化する場合は、設計会社や建てた工務店などに緑化に耐えられる

構造かどうかを確認しましょう。建物の構造計算書があれば、可能か否か判断すること

ができます。緑化が可能な構造であることを確認した上で、決められた荷重の範囲内で

どれだけ緑化できるかを検討します。一般的には、地震力荷重（地震が来ても耐えられ

る荷重限界）以下に納まるように緑化の仕様を検討します。できるだけ軽量で、かつ屋

上全体に均等に荷重がかかるような計画を立てましょう。 

 

建物の種類別 一般的な屋上またはバルコニーの積載荷重 

種類 床の構造計算時 大梁、柱の計算時 地震力計算時 

一般住宅・事務所 １８０ｋｇ／㎡ １３０ｋｇ／㎡ 60kg／㎡ 

学校または百貨店 ３００ｋｇ／㎡ １８０ｋｇ／㎡ 130kg／㎡ 

 重量のある高木やプランターなど一箇所に荷重が集中するような場合は、柱や梁の上

部に配置しましょう。また、植物は生長するにつれ荷重も増えていきますので、将来形

も考慮して計画を立てましょう。 

条件項目 環境・特性 計画上の留意点 

風 

地上からの高さが高くなるにつれ風が強

くなり、背の高い植物などが風で倒れる危

険性がある。また、海岸に近い場所では、

潮風害の心配がある。 

囲いや生垣などで風を防ぐ、あるいは風

（潮風）に強い植物を選ぶ。また、植物が

風で倒れないように固定する。 

温度 

夏場の屋上面は場所によって５０～８

０℃に達し、植物にとっては生育しにくい

環境となる。 

暑さに強い植物を選ぶ。 

湿度 
屋上は地下からの水分供給がなく、風が強

いため乾燥しがちである。 

保水力のある土壌を選ぶ、あるいは自動潅

水装置やマルチング材を検討する。乾燥に

強い植物を選ぶ。 

日照 

光条件は地上よりもむしろ良好だが、場所

によっては周囲の建物によって陰となる

場合がある。 

植える場所によって日向を好む植物か日

陰を好む植物かを考えて選ぶ。 

その他 
場所によっては、設備排気によって植物が

良好に生育できない場合がある。 

植栽する位置を考えるか、直接排気があた

らないように工夫する。 
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（３）植栽基盤 
 

 屋上緑化で使用される土壌には、自然土壌、改良土壌、人工軽量土壌があります。そ

れぞれ比重や必要な土壌の厚さ、潅水装置の有無、施工性などに違いがありますので、

荷重条件等にあった土壌を選択していく必要があります。 

 特に既存の建物の屋上に緑化する場合は、荷重条件が厳しい場合が多いので、人工軽

量土壌や軽量バックアップ材（発泡スチロールの嵩上げ材）を活用したり、芝生や低木

など土壌厚が薄くても生育可能な植物を選ぶことにより軽量化を図ります。 

 

 

工法

土壌厚 ３０ｃｍ 土壌厚 ３０ｃｍ 土壌厚 １５ｃｍ 土壌厚 ８ｃｍ

排水層厚 ８ｃｍ 排水層厚 ８ｃｍ 排水層厚 ７ｃｍ パネル ３ｃｍ

荷重 ２５８ｋｇ／㎡ 荷重 ４３８ｋｇ／㎡ 荷重 １４７ｋｇ／㎡ 荷重 ７４ｋｇ／㎡

土壌厚 ４０ｃｍ 土壌厚 ４０ｃｍ 土壌厚 ２０ｃｍ 土壌厚 １５ｃｍ

排水層厚 １０ｃｍ 排水層厚 １０ｃｍ 排水層厚 １０ｃｍ パネル ３ｃｍ

荷重 ７００ｋｇ／㎡ 荷重 ５８０ｋｇ／㎡ 荷重 ２００ｋｇ／㎡ 荷重 １２３ｋｇ／㎡

土壌厚 ５０ｃｍ 土壌厚 ５０ｃｍ 土壌厚 ３０ｃｍ 土壌厚 ２５ｃｍ

排水層厚 １５ｃｍ 排水層厚 １２ｃｍ 排水層厚 １２ｃｍ パネル ３０ｃｍ

荷重 ８９０ｋｇ／㎡ 荷重 ７２２ｋｇ／㎡ 荷重 ２８２ｋｇ／㎡ 荷重 １９３ｋｇ／㎡

標準
断面図

芝生

低木

中木
（２
ｍ）

薄型人工軽量土壌工法人工軽量土壌工法改良土壌工法自然土壌工法

改良土壌

排水層

人工軽量土

排水

人工軽量土
壌

特殊排水パネル

潅水装置

自然土壌

排水

①

②

③

 
 

土壌・排水層の工法別荷重例 

 緑化をする基盤（土壌・排水層）は下表のとおり大きく 4 パターンに分かれ

ます。建物の荷重条件を考慮して、基盤を選びましょう。（下表の各標準断面図

は、①屋上面に②防水処理を施し、③防水層保護をした上に各工法により排水

層と土壌をのせています） 
 

※自然土壌の比重：１．６、改良土壌の比重：１．３、人工軽量土壌の比重：０．７、

含水時の排水層（黒耀石パーライト）の比重：０．６、含水時の排水パネルの重さ：１

８ｋｇ／㎡として計算。薄型人工軽量土壌工法の場合は潅水設備を設置し、薄型に栽培

された樹木を使用する。 

 

 屋上緑化のような人工地盤での緑化には、地中からの水分補給や地中への水の浸透が

できないため、あらかじめ土壌に保水性をもたせた人工軽量土壌と、一定の保水力を持

つパネルを用いた排水層を組み合わせた人工軽量土壌工法を用いるのが一般的です 
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（４）防水工事 
 
 屋上緑化をした場合、植物に必要な雨水以外は速やかに排水させないと、雨水が建物

内へ浸入してしまいます。緑化すると、しない場所に比べて雨水が緩やかに流出する効

果があるので、雨水が建物内に侵入しないような防水構造にしなければなりません。 

 一般的には、水が浸入しない材料を使って屋上面を覆う防水工法が主流となっていま

す。耐久性、安全性を重視するならアスファルト防水、軽量で安く、簡単に改修可能な

らゴムシート防水、改修が可能なベランダ、バルコニーなどは仕上がりが綺麗なウレタ

ン防水や塩ビシート防水、小面積な住宅などにはＦＲＰ防水と、面積や場所によって使

い分けるといいでしょう。また、上記の工法以外にも各メーカーが様々な工法を開発し

ているので、専門家に直接現地を見てもらい最適な工法を紹介してもらうのもいいかも

しれません。植物の根が建物等に侵入することを防ぐ耐根シートを兼ねた防水シートも

ありますので、現地に合った防水シートを用いてください。 

 

主な防水工法とその特徴 

  
耐用年数 耐荷重 水密性 耐根性 特徴

20～60年

10～15年

10～13年

10～20年

10～15年

△ ○

○

施工時に液状なため、複雑な
形状でも施行しやすい。湿潤
状態が続くと防水層破断の危
険性がある。

1～2時間で硬化するため施行
時間が短くて済み、仕上がり
も綺麗だが、建物の動きに弱
い。

耐用年数が長く、一番信頼性
が高い。保護コンクリートを
使用するのが一般的。耐根性
に乏しいので別途耐根層が必
要。

×

○

×
軽量で柔軟性がある。歩行用
ではないが、露出防水として
使われる。

摩擦に強いので、露出防水と
してシートの上を直接歩行で
きるようにする使い方もあ
る。

×○△

工法

○

◎◎

ＦＲＰ防水

アスファルト防水

ゴムシート防水

ウレタン塗膜防水

塩ビシート防水

× △

△
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（５）屋上緑化の工法 
 

 下表は主な緑化工法と概算ですが、各緑化資材メーカーが様々な工法を開発しており、

施工方法や仕上がり、費用も多岐にわたっています。荷重条件や環境条件、その後の維

持管理のことを考慮して、専門家のアドバイスを受けながら納得のいく工法を選びまし

ょう。 

主な緑化工法 

￥20,000～￥30,000

仮設・荷揚費・安全費
等含まず
無灌水式

　水道使用料 \0

　電気使用量 \0

　植栽管理費 ￥300～￥1,600

￥30,000～

仮設・荷揚費・安全費
等含まず
灌水式

　水道使用料 \84

　電気使用量 100kwh

　植栽管理費 ￥2,000～￥4,500

￥40,000～

仮設・荷揚費・安全費
等含まず
池等による水循環装置
（揚水ポンプ）を設置

　水道使用料 \210

　電気使用量 定格電力300W以上

　植栽管理費 ￥2,000～￥4,500

ビ
オ
ト
ー

プ
緑
化

(

水
辺
環
境
・
ニ
ッ

チ
の
配
置
）

草
本
類
に
木
本
類
を
加
え
た
緑
化

(

立
体
的
緑
化
）

セ
ダ
ム
・
芝
な
ど
草
木
類
に
よ
る
緑

化

(

平
面
的
緑
化
）

概算工事費
（植栽含む：㎡）

条件

概算工事費
（植栽含む：㎡）

条件

概算工事費
（植栽含む：㎡）

概
算
維
持
管
理
費
（

㎡
）

維
持
管
理
費
（

㎡
）

維
持
管
理
費
（

㎡
）

条件
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（６）屋上緑化の施工例（個人住宅）  
 

①　施工前 ②タイルを敷きます。 ③土留め(縁石)を並べます。

④土留め(縁石)を並べます。 ⑤排水管を設置します。 ⑥耐根シートを敷きます。

⑧潅水パイプを設置します ⑨潅水システムを設置します

⑩土壌を盛り、芝張り・植栽をして完成！

⑦保水シート・止水シー
トを敷きます。


